
 

 

令和６年度 全国研修会のご案内 

開 催 日 令和６年７月２７ 日（土） 

 

会  場 TKP ガーデンシティ PREMIUM 品川 HEART 

（東京都港区港南１-８-２３ ShinagawaHEART ８階） 
 対面参加定員  ３８０名 ※対面参加は定員に達し次第、締切とさせていただきます。 

  

開催形式 現地会場／後日、録画配信 

  

申込期間  令和６年６月３日（月）～７月８日（月） 
 

会場参加費  日本診療情報管理士会 正会員・賛助会員  ２,０００円 

 通信教育受講中・指定校在学中の方 １０,０００円 
  

注意事項 ①現地会場参加は講演のみの参加は不可です。グループワークを含めてご参加ください。 

※会場参加の無料特典として、先着 50 名に限り、前日午後、国立国際医療研究センター   

見学会を開催予定です。別途、申込者にご案内いたします。 

②現地会場参加は参加費納入をもって参加確定となります。キャンセル後の返金は致しません。 

③通信教育受講中・指定校在学中の方については、対面参加限定となります。 

  

振込期限 令和６年７月１２日（金） 
※現地会場での参加お申し込みについては、参加費納入をもって参加確定となります。期日までに入

金確認がとれない場合はキャンセル扱いとなります。 

 

録画配信           令和６年８月２日（金）～９月２日（月）正午まで 

   (会員限定)   ※日本診療情報管理士会会員のみを対象とした無料の録画配信。 (申込不要・講演のみ限定配信) 

 ※録画配信は講演のみ予定しておりますが、予告なく変更する場合があります。 

 ※録画配信は本会会員を対象としたサービスです。視聴希望の場合は会員登録をお願いします。 

 ※録画配信参加の場合、団体での視聴はご遠慮ください。必ず参加申込をお願いいたします。 

 

テーマ  「医療 DX 時代における診療情報管理士の役割とスキルアップ」 
 

世界に先駆けて少子高齢化が進む我が国では、医療分野のデジタル化を進めた

上で医療情報の利活用を積極的に推進していくことが、質の高い医療の提供を

維持するために重要とされている。診療情報管理士の業務においても例外では

なく、時流の変化とともに、求められる役割や必要な知識・能力を見つめ直す

必要がある。本研修会を通じて、参加者一人ひとりが新たな気づきを得て、実

務に役立てられる機会としたい。 

 

＜グループワークについて＞ 

医療DX対応へのケーススタディとコミュニケーションスキルを養うとともに、時間意識を

持って議論を行う能力を身につけることを目的とする。講演、グループワーク、発表、

質疑応答までが一連になるため、会場参加者は必須参加とする。 

 

 

 

 

プログラムは次ページに続く 



 

 

◆令和６年度全国研修会プログラム 

時 間 内 容 

10：00～10：05 総合司会 桵澤 邦男（東北大学、日本診療情報管理士会 教育委員会） 

島田 裕子（大阪南医療センター、日本診療情報管理士会 教育委員会） 

松木 義明（大阪府済生会中津病院、日本診療情報管理士会 教育委員会） 

10：05～10：15 開会挨拶 須貝 和則（日本診療情報管理士会 会長） 

来賓挨拶 末永 裕之（日本診療情報管理学会 理事長） 

10：15～11：15 講演Ⅰ「（仮題）医療 DX と電子カルテ情報の標準化 

（３文書６情報、HL７-FHIRの標準化との関係）」 
 

講 師／渡邉 直（一般財団法人医療情報システム開発センター 顧問） 

座 長／荒井 康夫（日本診療情報管理士会 副会長） 

 

※医療 DX に関連し、診療録管理体制加算において、電子カルテ情報の標準化、情報セキ

ュリティ（IT-BCP）に加え、医療情報システムのバックアップを複数の方式で確保す

ること等が重要な評価項目となった。本講演を通じて知識を深め、診療情報管理士に

求められる役割や業務内容について、改めて学ぶ機会としたい。 

11：15～11：25 休 憩 
 

11：25～12：25 講演Ⅱ 

①「令和 6 年度診療報酬改定」 

②「医療 DX 時代の診療情報管理士の役割：医療の質」 
 

座 長／下戸 稔（日本診療情報管理士会 副会長） 
 

   講師／ 各 30 分 

①須貝 和則 （日本診療情報管理士会 会長） 

②荒井 康夫 （日本診療情報管理士会 副会長） 
 

講演Ⅱ‐①のポイント 

令和 6 年度診療報酬改定を診療情報管理士の実務的観点から考える。今回の改定の論点

を整理したうえで、私たちの専門性を発揮し、病院の医療の質および経営改善に役立

てることを目的とする。 

 

講演Ⅱ‐②ポイント 

令和 6 年度診療報酬改定では DPC 様式 1 がこれまで以上に医療の質と密接に関係する

ようになった。医療 DX時代において、医療の質に求められる診療情報管理士の役割と

は何かを考えたい。 

12：25～13：25 休 憩 

13：25～13：55 総 会 

13：55～14：10 休 憩（会場レイアウト変更） 
 

14：10～14：30 グループワーク・オリエンテーション、グループ分け（会場参加者限定） 

14：30～16：30 グループワーク 

「３文書６情報の取り扱い、DPC様式１活用、診療情報標準化対応等」 
  情報共有および質疑応答あり 

     *詳細は申込者に後日公開 
 

16：40～16：45 閉会挨拶 下戸 稔（日本診療情報管理士会 副会長） 

 


